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請吉富 
・ IFUW総会に出席して

・ 2004年度全国セミナー報告

・相撲部屋を訪ねて

ー
F
U
W
総
会
に
出
席
し
て

J
A
U
W
副
会
長

田
中

正
子

二
〇
〇
四
年
八
月
上
旬
に
パ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
た
I
F
U
W
総
会
に
、
I
A
U
W

の
代
表
団
の
一
員
と
し
て
出
席
し
た
。
今

総
会
は
、
二
つ
の
点
で
I
A
U
W
に
と
っ

て
特
筆
す
べ
き
事
が
あ
っ
た
。

第
一
は
、
青
木
怜
子
会
長
と
房
野
桂
女

性
の
地
位
委
員
会
委
員
が
任
期
満
了
に
伴

い
退
任
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
青
木
会
長

は
、
一
九
九
五
年
の
横
浜
大
会
で
副
会
長

に
連
出
さ
れ
て
以
来
、
一
緒
に
会
員
委
員

会
委
員
に
選
出
さ
れ
た
房
野
委
員
と
も
ど

も
九
年
間
I
F
U
W
の
た
め
に
尽
く
さ
れ

た
と
同
時
に
、
J
A
U
W
の
存
在
感
を
高

め
て
く
だ
さ
っ
た
。

第
二
に
、
今
度
の
総
会
で
は
、
日
本
か

ら
の
参
加
者
の
た
め
に
、
本
会
議
で
特
別

に
日
本
語
の
同
時
通
訳
が
つ
い
た
こ
と
で

あ
る
。
財
政
の
厳
し
い
中
か
ら
の
配
膚
で

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

到
着
翌
日
の
八
月
四
日
に
終
日
行
わ
れ

た
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、
J
A
U
W
か
ら
出
席
し

た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・

ロ
リ
ラ
副
会
長
の
周
到
な
企
画
の
お
か
げ

で
非
常
に
示
唆
に
富
ん
だ
ワ
ー
ク
で
あ
っ

た
。
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
国
際

委
員
会
の
平
川
敦
子
さ
ん
、
京
都
支
部
長

の
広
田
輝
子
さ
ん
に
感
謝
。

八
月
七
日
の
学
際
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
「
平

和
の
文
化
」

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
コ
ン
ビ
ー

ナ
ー
の
藤
村
久
美
子
さ
ん
の
代
理
と
し
て

司
会
を
つ
と
め
た
。
発
表
論
文
の
要
旨
は
、

I
F
U
W
の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
に
掲
載
さ

れ
る
。
私
の
横
で
ラ
ボ
ル
ツ
ゥ
ー
ル
と
し

て
終
始
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
た
穐
田
信

子
国
際
委
員
長
、
一
日
中
参
加
し
て
議
論

を
り
-
ド
し
て
く
だ
さ
っ
た
元
I
F
U
W

会
長
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ポ
ス
キ
ッ
ト
さ

ん
、
お
よ
び
日
本
か
ら
の
参
加
者
の
皆
さ

ん
に
感
謝
。

八
月
九
日
夜
に
は
、
国
際
奨
学
金
授
与

委
員
会
の
初
会
合
が
あ
っ
た
。

早
春
の
澄
ん
だ
空
気
、
夕
暮
れ
の
ス
ワ

ン
河
畔
の
散
策
、
海
鮮
料
理
と
ワ
イ
ン
の

夕
食
も
、
パ
ー
ス
の
想
い
出
で
す
。

事
業
報
告
・
予
定

6
・
2
8

旧
岩
崎
邸
見
学

了
・
2
8

講
演
会
「
ア
フ
ガ
ン
見
た
ま
ま

聞
い
た
ま
ま
」講

師
・
菅
沼
隆
二
氏
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・
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J
A
U
W
全
国
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加講
演
会
「
イ
サ
ド
ラ
・
ダ
シ
カ

ン
と
多
元
的
知
性
」

講
師
・

ジ
ー
ン
・
プ
レ
シ
ア
二
階
士

佐
藤
道
代
氏

(
通
訳
)

第
4
回

自
然
科
学
講
演
会

「
物
質
世
界
の
多
様
性
に
つ
い

て
-
分
子
の
形
と
運
動
I
」

諦
師
・
平
川
暁
子
氏

(
科
学
研
究
奨
励
委
員
会
・
お

茶
の
水
女
子
大
学
と
共
催
)

新
春
の
つ
ど
い

(
本
部
主
催
)

国
内
奨
学
金
贈
呈
式

(
本
部
と

共
催
)

「
と
も
し
び
」
第
3
7
号
発
行

諦
満
会
講
師

出
口
み
つ
子
氏

I
A
U
W
第
4
8
同
道
常
総
会
(
横

浜
)
に
出
席

4
・
1
 
6

東
京
支
部
総
会

記
念
講
演

講
師
・
一
番
ケ
瀬
康
子
氏

以
後
の
事
業
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



第37号(2)びしも>
」

2005年3月1日

二
〇
〇
四
年
度
全
国
セ
ミ
ナ
ー
報
告

(
刑
・
川
・
9
̃
1
 
0
)

支
部
長

佐
々
木

澄
子

関
東
直
撃
の
台
風
の
さ
な
か
、
「
グ
ロ
ー

バ
ル
な
2
 
1
世
紀
を
生
き
る
-
平
和
・
平

等
・
教
育
の
視
点
か
ら
ー
」

の
テ
ー
マ
の

も
と
、
来
賓
二
名
、
パ
ネ
リ
ス
ト
叩
名
を

迎
え
、
全
国
か
ら
一
三
五
名
の
会
員
が
参

加
の
全
国
セ
ミ
ナ
ー
が
、
国
立
女
性
会
館

(
ヌ
エ
ッ
グ
)

で
開
催
さ
れ
た
。

一
日
目
は
、
仙
女
性
と
教
育
1
人
間
の

安
全
保
障
・
平
和
の
視
点
か
ら
、
佃
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
、
心
平

和
構
築
へ
向
け
て
の
多
文
化
理
解
と
相
互

交
流
、
の
標
題
の
も
と
、
叩
委
員
会
、
七

支
部
が
研
究
発
表
。
い
ず
れ
も
準
備
も
充

分
、
昨
年
に
増
し
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

駆
使
の
発
表
で
あ
っ
た
。

昼
食
後
の
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
「
女
性
と
平
和
-
西
ア
ジ
ア
と
の
関
わ

り
の
中
か
ら
探
る
」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
、

中
東
問
題
は
こ
の
人
な
ら
で
は
の
板
垣
、

片
倉
両
氏
、
若
く
鋭
い
問
題
提
起
の
ア
レ

ズ
氏
、
実
践
を
通
じ
て
の
生
々
し
い
報
告

の
田
村
氏
の
白
熱
し
た
討
議
を
今
井
会
長

が
よ
く
ま
と
め
ら
れ
、
日
本
に
と
っ
て
遠

い
西
ア
ジ
ア
に
、
切
迫
し
た
問
題
が
生
じ

て
い
る
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
と
と

も
に
、
平
和
に
つ
い
て
再
考
さ
せ
ら
れ
た
。

夜
の
懇
親
会
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
行
わ
れ
、
地
方
支
部
の
皆
様
の
本
部
と

足
並
み
を
揃
え
た
い
と
の
活
発
な
発
言
、

行
動
が
印
象
的
。
東
京
支
部
は
本
部
と
審

損
な
繋
が
り
が
あ
り
、
そ
の
利
点
と
、
今

更
な
が
ら
貴
任
の
重
さ
を
痛
感
し
た
。

二
日
目
は
、
分
科
会
、
報
告
、
I
F
U

W
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
報
告
、
そ
し
て
全
体

討
議
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
文
科
省
の
助

成
金
に
よ
る
ヌ
エ
ッ
ク
で
の
全
国
セ
ミ

ナ
ー
は
今
岡
が
最
後
と
の
こ
と
で
、
古
く

か
ら
の
会
員
の
か
た
が
た
の
発
言
も
多
数

あ
り
J
A
U
W
の
歴
史
を
再
認
識
し
た
。

東
京
支
部
は
、
研
究
発
表
に
は
参
加
で

き
な
か
っ
た
が
、
前
日
か
ら
三
日
間
の
会

場
準
備
、

バ
ザ
ー
な

ど
参
加
委

員
か
ら
は

実
り
の
多

い
時
間
で

あ
っ
た
と

の
報
告
。

台
風
の
襲

来
も
あ

り
、
よ
り

多
く
の
支

部
会
貝
の

参
加
が
望
め
ず
、
残
念
で
あ
っ
た
が
、
「
平

和
」
「
平
等
」
「
教
育
」

の
問
題
を
、
改
め

て
各
自
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

感
じ
た
。

全
国
セ
ミ
ナ
I
に
参
加
し
て

今
年
度
の
全
国
セ
ミ
ナ
ー
は
、
例
年
の

如
く
武
蔵
嵐
山
の
国
立
女
性
教
育
会
館
で

一
泊
二
日
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
が
、

あ
い
に
く
の
台
風
の
襲
来
と
重
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
交
通
機
関
も
止
ま
り
、
来

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
、
ま
た
帰
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
が
多
数
出
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
2
 
1
世
紀
を

生
き
る
-
平
和
・
平
等
・
教
育
の
視
点
か

ら
-
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
予
定

通
り
の
研
究
発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

私
が
出
た
会
場
で
は
、
質
の
高
い
発
表

と
皆
様
方
の
熱
心
な
発
言
、
討
論
が
な
さ

れ
、
さ
す
が
大
学
婦
人
協
会
と
感
激
致
し

ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は

「
女
性
と
平
和
-
西
ア
ジ
ア
と

の
関
わ
り
の
中
か
ら
探
る
」
と
い
う
こ
と

で
、
普
段
知
る
こ
と
の
少
な
い
イ
ス
ラ
ム

世
界
の
様
子
や
、
女
性
の
生
活
、
教
育
、

留
学
生
の
事
な
ど
知
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
有
意
義
で
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
行
動
す

る
こ
と
、
具
体
的
に
何
か
を
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
痛
感
致
し
ま
し
た
。

全
国
セ
ミ
ナ
ー
が
、
こ
の
国
立
女
性
会

館
で
開
か
れ
る
の
は
今
回
が
最
後
と
い
う

こ
と
で
、
と
て
も
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

交
通
は
か
な
り
不
便
な
所
で
す
が
、
大
き

な
木
や
、
多
く
の
緑
に
囲
ま
れ
、
日
本
庭

園
も
あ
る
恵
ま
れ
た
環
境
は
、
心
和
む
も

の
が
あ
り
ま
す
。
稿
泊
棟
で
の
夜
の
パ
ジ

ャ
マ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
会
員
の
方
々
の

普
段
と
は
異
な
る
思
い
が
け
な
い
一
面
を

見
て
、
楽
し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
台
風
で
落
ち
た
沢
山
の
ど
ん
ぐ

り
や
黄
葉
し
た
葉
を
踏
み
な
が
ら
、
ま
た

い
つ
か
、
こ
こ
へ
来
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
か
と
思
い
ま
し
た
。

(
田
辺

範
子
)
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ア
フ
ガ
ン
見
た
ま
ま聞

い
た
ま
ま

講
師

菅
沼

隆
二
氏

悠
久
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
。
三
蔵
法
師
の

イ
ン
ド
求
法
の
道
、
遥
か
遠
い
歴
史
を
ゆ

っ
た
り
と
巡
り
た
い
と
夢
見
さ
せ
て
く
れ

る
西
ア
ジ
ア
。
そ
の
広
大
な
歴
史
の
象
徴

「
バ
ー
ミ
ヤ
ン
大
仏
」
が
二
〇
〇
一
年
三
月

に
ク
リ
バ
ン
政
権
に
よ
り
爆
破
さ
れ
崩
落

し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
大

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
国
境
が
入
り
組
み
古

く
か
ら
文
明
の
交
流
点
、
文
明
の
十
字
路

と
言
わ
れ
て
い
る
ア
フ
ガ
ン
は
異
教
、
異

民
族
が
せ
め
ぎ
合
い
日
常
的
に
様
々
な
勢

力
の
支
配
下
に
置
か
れ
続
け
て
い
る
。

多
民
族
国
家
の
ア
フ
ガ
ン
は
外
圧
、
内

圧
と
争
い
が
続
き
、
国
士
の
荒
廃
ぶ
り
は

私
た
ち
に
も
容
易
に
想
像
で
き
る
。
一
般

外
国
人
の
立
入
り
な
ど
と
て
も
摂
理
と
思

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
崩
壊
直
前
の
「
バ
ー

ミ
ヤ
ン
の
大
仏
」
を
撮
影
さ
れ
貴
重
な
写

真
集
を
出
版
さ
れ
た
菅
沼
隆
二
氏
が
九
月

に
再
度
ア
フ
ガ
ン
に
行
か
れ
そ
の
後
の
話

を
し
て
く
だ
ざ
る
と
い
う
。

菅
沼
氏
は
今
回
「
カ
レ
ー
ズ
の
会
」
(
ア

フ
ガ
ン
へ
の
復
興
支
援
活
動
を
し
て
い
る

会
)
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
入
国
さ
れ
、

講
演
日
二
日
前
に
帰
国
さ
れ
た
ぽ
か
り
と

か
。
そ
の
上
滞
在
中
に
傷
め
た
足
が
途
中

感
染
症
に
か
か
り
当
日
は
点
滴
を
受
け
て

足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
の
登
場
。
危
険
地

帯
の
旅
の
大
変
さ
が
伝
わ
り
数
々
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
一
層
、
臨
場
感
の
あ
る
も
の
に

な
っ
た
。
同
行
さ
れ
た
出
田
氏
も
出
席
し

て
下
さ
り
現
像
し
た
ば
か
り
の
映
像
を
見

せ
て
下
さ
っ
た
が
、
テ
ロ
で
戦
々
恐
々
の

国
と
は
思
え
な
い
の
ど
か
さ
と
明
る
さ
が

あ
っ
て
驚
い
た
。
水
不
足
を
言
わ
れ
な
が

ら
も
川
沿
い
の
緑
は
濃
く
豊
か
。
羊
の
む

れ
が
一
杯
の
農
村
地
帯
と
ぶ
ど
う
畑
。
破

壊
さ
れ
無
惨
な
建
物
ば
か
り
の
街
並
み
に

は
心
が
痛
む
が
そ
こ
に
暮
ら
す
チ
ビ
も
達

の
ど
の
表
情
も
活
き
活
き
と
素
朴
で
可
愛

ら
し
い
。

審
入
国
者
の
生
存
率
は
五
割
と
か
、
陸

路
で
は
地
雷
、
サ
ソ
リ
、
毒
蜘
蛛
に
大
津

意
と
か
、
治
安
の
悪
さ
に
加
え
て
身
が
縮

ま
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
ア
フ
ガ
ン
の
現

状
の
よ
う
だ
。
権
力
闘
争
が
一
刻
も
早
く

平
和
解
決
し
て
欲
し
い
と
思
う
。
誰
も
が

心
ゆ
く
ま
で
こ
の
地
の
人
々
と
語
ら
い
、

旅
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
日
が
来
る
こ

と
を
心
か
ら
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

(
芦
沢

紗
知
子
)

や
蒔

旧
岩
崎
邸
見
学
詰

梅
雨
の
合
間
の
六
月
二
十
八
日
湯
島
駅

よ
り
徒
歩
数
分
の
旧
岩
崎
邸
見
学
に
、
三

十
七
名
が
参
加
数
し
ま
し
た
。

正
門
よ
り
続
く
坂
道
を
登
っ
て
い
く
と

ジ
ョ
サ
ィ
ア
・
コ
ン
ド
ル
設
計
の
洋
館
に

た
ど
り
着
き
ま
す
。

洋
館
は
近
代
日
本
住
宅
を
代
表
す
る
西

洋
木
造
建
築
。
一
七
世
紀
の
英
国
シ
ャ
コ

ビ
ア
ン
様
式
を
基
調
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
や

サ
ラ
セ
ン
風
も
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

玄
関
よ
り
一
階
ホ
ー
ル
に
入
る
と
天

井
、
柱
、
二
階
へ
続
く
階
段
の
手
す
り
の

細
か
な
彫
刻
が
見
事
で
す
。
二
階
に
は
そ

れ
ぞ
れ
ピ
ン
ク
、
モ
ス
グ
リ
ー
ン
を
基
調

と
し
た
女
性
用
、
男
性
用
の
客
室
、
和
紙

を
用
い
た
金
唐
草
に
そ
っ
く
り
な
金
唐
紙

が
部
屋
全
体
に
貼
ら
れ
て
い
る
客
室
な
ど

各
部
屋
は
壁
の
色
も
模
様
も
全
て
異
な
り

暖
炉
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ベ
ラ
ン
ダ

は
高
温
多
湿
の
日
本
の
気
候
を
考
慮
し
造

ら
れ
た
も
の
で
、
二
階
の
柱
は
イ
オ
ニ
ア

式
一
階
は
ト
ス
カ
ナ
式
で
一
階
の
ベ
ラ
ン

ダ
は
き
れ
い
な
サ
ラ
セ
ン
風
デ
ザ
イ
ン
の

タ
イ
ル
貼
り
で
す
。
洋
館
は
外
国
の
要
人

を
招
い
て
の
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
に
使
用
さ

れ
岩
崎
家
の
日
常
生
活
の
場
は
洋
館
と
廊

下
で
繋
が
っ
た
和
館
で
あ
っ
た
そ
う
で

す
。

和
館
は
書
院
造
り
を
基
調
と
し
、
完
成

当
時
は
五
五
〇
坪
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

現
存
す
る
の
ほ
叩
室
の
み
で
す
。
書
院
に

は
橋
本
雅
邦
の
障
壁
画
が
あ
り
ま
す
が
色

が
薄
く
な
っ
て
い
る
の
か
残
念
で
し
た
。

建
物
全
体
は
今
で
は
人
手
困
難
な
索
晴
し

い
材
木
が
使
わ
れ
て
お
り
、
縁
側
に
座
り

大
き
な
庭
石
、
手
水
鉢
、
大
木
の
モ
ッ
コ

ク
を
眺
め
る
と
落
ち
着
く
も
の
が
あ
り
ま

す
。
庭
先
に
は
ス
イ
ス
の
巾
小
屋
風
の
撞

球
室
が
あ
り
、
洋
館
と
地
下
で
繋
が
っ
て

い
る
と
い
う
事
で
す
。
規
模
は
大
分
縮
小

さ
れ
て
は
お
り
ま
す
が
、
明
治
の
財
閥
の

生
活
は
充
分
窺
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

約
一
時
間
半
の
見
学
の
後
、
海
燕
卓
で

昼
食
を
い
た
だ
き
散
会
致
し
ま
し
た
。

(
今
村

麻
子
)
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U
N
H
C
R
と

難
民
問
題
の
講
演
会

阿
部

幸
子

日
本
国
連
U
C
R
協
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
中
村
恵
氏
か
ら
、
難

民
問
題
を
め
ぐ
る
お
話
を
伺
い
、
平
和
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。中

村
氏
は
、
一
九
八
九
年
三
月
に
U
N

H
C
R
職
員
と
な
ら
れ
、
二
〇
〇
〇
年
末

に
退
職
さ
れ
る
ま
で
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
本
部
、

東
京
事
務
所
で
の
勤
務
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

の
援
助
活
動
な
ど
を
経
験
さ
れ
た
方
で

す
。

一
九
五
一
年
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
難
民

と
は

「
自
国
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
、
あ
る
い
は
望
ま
な
い
た
め
国
外

に
逃
れ
た
人
々
」

で
あ
り
、
そ
の
人
た
ち

へ
の
人
道
的
支
援
が
難
民
高
等
弁
務
官
の

任
務
で
す
。
そ
の
解
決
策
は
①
本
国
へ
の

帰
還
、
②
庇
護
国
へ
の
定
住
、
③
移
民
を

経
て
第
三
国
へ
の
再
定
住
、
の
い
ず
れ
か

で
す
。
冷
戦
下
と
そ
の
後
と
で
は
紛
争
の

内
容
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
最

近
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
バ
ル
カ
ン
半
島
へ

の
帰
還
が
百
万
人
に
達
し
、
ま
た
、
一
九

九
六
年
の
支
援
対
象
者
数
二
千
六
百
万
人

か
ら
、
昨
年
は
千
七
百
十
万
人
に
ま
で
減

っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
冷

戦
後
の
民
主
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で

の
不
公
正
の
拡
大
は
、
新
た
な
紛
争
を
引

き
起
こ
す
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
は
国
家
の
安
全
保
障
だ
け
で
は
解
決

し
な
い
問
題
で
も
あ
り
、
「
人
間
の
安
全
保

障
」
と
い
う
新
た
な
概
念
が
必
要
で
す
。

人
間
の
安
全
保
障
と
は
、
「
人
々
の
生
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
自
由
を
守
り
、

そ
れ
を
広
げ
て
い
く
こ
と
」
で
あ
り
、
「
人

間
の
安
全
保
障
委
員
会
」
(
〇
一
か
ら
〇
三

年
)

で
は
緒
方
貞
子
氏
と
ア
マ
ル
テ
ィ

ア
・
セ
ン
氏
が
共
同
議
長
と
な
り
、
従
来

の

「
国
家
の
安
全
保
障
」
を
補
完
す
る
も

の
と
し
て
の
位
置
づ
け
、
つ
ま
り
「
士
か

ら
の
保
護
」
と
同
時
に
「
下
か
ら
の
能
力

強
化
(
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
)
」
が
必
要
だ

と
い
う
理
論
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
緒
方

氏
の
J
A
I
C
A
理
事
長
と
し
て
の
仕
事

も
こ
の
実
践
の
一
つ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

中
村
氏
の

「
私
た
ち
も
国
連
の
一
部
。

そ
こ
で
で
き
る
こ
と
を
心
を
込
め
て
や

る
」
と
い
う
言
葉
を
私
た
ち
も
共
有
し
た

い
と
願
い
つ
つ
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

(
東
京
支
部
は
国
連
難
民
事
務
所
に
毎
年

5
万
円
の
寄
付
を
し
て
い
ま
す
。
)

歴
史
の
旅

-
は
る
か
昔
千
年
の
か
な
た
へ
ー

「
源
氏
を
読
む
会
」
の
二
度
目
の
旅
は
伊

勢
か
ら
奈
良
へ
、
高
宮
歴
史
館
、
伊
勢
内
、

外
宮
、
大
野
寺
、
室
生
寺
、
聖
林
寺
、
長

谷
寺
、
そ
し
て
日
本
最
古
の
道
・
川
辺
の

道
散
策
と
い
う
坂
上
講
師
選
り
す
ぐ
り
の

中
身
の
濃
い
三
日
間
で
あ
っ
た
。

雨
模
様
の
伊
勢
神
宮
は
深
い
緑
の
中
し

っ
と
り
と
落
ち
着
き
、
そ
こ
に
は
日
常
と
は

異
な
る
シ
ン
と
気
高
い
空
間
が
あ
っ
た
。

二
日
目
は
古
く
か
ら
室
生
寺
に
至
る
四

つ
の
門
の
西
門
で
あ
る
大
野
寺
の
弥
陀
磨

崖
仏
を
拝
見
し
た
後
、
山
深
い
室
生
寺
へ
。

朱
塗
り
の
反
り
橋
(
太
鼓
橋
)

を
渡
っ
て

境
内
に
入
る
。
た
く
さ
ん
の
国
宝
の
中
の

一
つ
十
一
両
観
音
は
、
い
つ
ま
で
も
眺
め

て
い
た
い
穏
健
し
さ
に
満
ち
て
い
た
。
平

成
十
年
の
台
風
七
号
で
損
壊
を
受
け
た
が

今
は
修
復
工
事
が
完
了
し
、
再
び
優
美
で

端
正
な
姿
を
取
り
戻
し
て
い
た
国
宝
五
重

塔
を
見
る
事
が
出
来
た
の
は
幸
い
で
あ
っ

た
。
櫻
井
市
観
光
課
の
お
口
添
え
で
、
寺

の
執
事
様
の
お
託
を
伺
え
た
の
で
よ
り
理

解
が
深
ま
っ
た
よ
う
に
思
っ
た
。

長
谷
寺
は
「
玉
撃
」
が
偶
然
右
近
と
出

会
い
、
共
に
参
籠
し
た
と
こ
ろ
で
、
今
回

の
旅
で
最
も
見
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

立
派
な
仁
王
門
を
入
り
す
ぐ
目
に
入
る

長
い
登

廓
は
二

間
ご
と

に
吊
さ

れ
て
い

る
灯
籠

と
共
に

そ
の
建

築
の
美

し
き
に

感
嘆
さ

せ
ら
れ

る
。
今

で
も
目

を
つ
ぶ

る
と
、
そ
の
長
い
登
廓
を
登
っ
て
行
っ
た

本
堂
で
の
若
い
僧
達
の
朗
々
と
響
い
て
い

た
経
声
と
共
に
礼
堂
外
舞
台
で
見
た
長
谷

寺
全
景
が
蘇
っ
て
く
る
。

女
人
高
野
と
も
称
さ
れ
る
室
生
寺
の
し

ゃ
く
な
げ
、
長
谷
寺
の
桜
・
牡
丹
・
紅
葉
、

色
々
の
季
節
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
つ
の
世

界
を
持
っ
て
い
る
同
寺
に
何
度
も
足
を
運

ん
で
み
た
く
な
っ
た
。

三
日
日
、
両
辺
の
道
を
歩
き
な
が
ら
、

こ
の
旅
を
介
し
て
、
同
じ
目
的
で
集
ま
っ

た
仲
間
が
よ
り
親
し
く
な
れ
た
こ
と
が
嬉

し
く
、
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

(
片
柳

洋
子
)
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イ
サ
ド
ラ
・
タ
ン
カ
ン
と

多
元
的
知
性

「
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
母
」
と
呼
ば
れ
る
イ

サ
ド
ラ
・
ダ
ン
カ
ン
の
、
舞
踊
と
身
体
的

芸
術
教
育
論
に
関
す
る
講
演
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
、
十
二
月
二
日
津
田
同
窓
会
館

で
催
さ
れ
、
多
く
の
聴
衆
が
ダ
ン
カ
ン
の
幽

玄
の
世
界
に
し
ば
し
時
を
忘
れ
ま
し
た
。

イ
サ
ド
ラ
・
ダ
ン
カ
ン
国
際
学
校
芸
術

監
督
の
ジ
ー
ン
・
プ
レ
シ
ア
二
博
士
は
、

時
に
椅
子
か
ら
離
れ
動
き
を
交
え
て
シ
ュ

タ
イ
ナ
ー
、
ユ
ン
グ
、
フ
ロ
イ
ト
、
ガ
ー

ド
ナ
ー
の
四
人
の
心
理
学
者
の
理
論
と
ダ

シ
カ
ン
の
関
連
性
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
、

イ
サ
ド
ラ
・
ダ
ン
カ
ン
国
際
学
校
日
本
大

使
の
佐
藤
道
代
氏
は
、
分
か
り
や
す
く
、

そ
れ
を
日
本
語
に
直
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

講
演
の
後
い
よ
い
よ
ダ
ン
ス
が
振
落
さ

れ
、
身
体
の
動
き
を
通
し
て
、
自
然
や
感

情
を
し
な
や
か
に
表
現
す
る
ダ
ン
カ
ン
の

踊
り
の
真
髄
を
身
近
に
見
る
こ
と
が
出

来
、
至
福
の
ひ
と
時
を
す
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
風
に
な
っ
て
自
然
と
共
に

歩
め
た
ら
、
素
晴
ら
し
い
日
々
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

(
村
木

晴
子
)

物
質
世
界
の
多
様
性
に
つ
い
て

ー
分
子
の
形
と
運
動
-

講
師

平
川

暁
子

平
成
十
六
年
十
二
月
十
八
日
午
後
十
四

時
よ
り
お
茶
の
水
女
子
大
学
理
学
部
三
号

館
に
お
い
て
約
二
時
間
に
渡
り
、
大
学
婦

人
協
会
科
学
研
究
奨
励
委
員
会
・
東
京
支

部
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
共
催
の
第
四
回

自
然
科
学
諦
満
会
が
開
催
さ
れ
た
。

う
ら
ら
か
な
初
冬
の
陽
に
銀
杏
の
大
木

が
美
し
く
映
え
る
校
内
に
約
六
〇
名
を
越

え
る
参
加
者
が
あ
り
、
当
日
の
講
師
平
川

暁
子
先
生
の
講
演
が
な
さ
れ
、
活
発
な
討

論
が
行
わ
れ
た
。
平
川
先
生
は
現
在
科
学

奨
励
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
り
物
理
化
学

者
と
し
て
長
き
に
渡
り
東
京
大
学
薬
学

部
、
つ
い
で
放
送
大
学
で
奉
職
さ
れ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
ご
講
演
は

「
物
質
世
界
の

多
様
性
に
つ
い
て
-
分
子
の
形
と
運
動

I
」
と
い
う
演
題
で
あ
り
専
門
外
の
方
々

に
も
分
か
り
や
す
く
自
然
科
学
の
世
界
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
放
送
大
学
で
の
ご
経
験
を
つ
ま

れ
た
だ
け
あ
り
、
さ
す
が
に
人
を
引
き
つ

け
る
魅
力
あ
る
ご
講
演
で
す
っ
か
り
お
請

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ

オ
ン
の
美
し
い
花
々
や
景
色
、
コ
ロ
ラ
ド

川
の
岩
石
な
ど
具
体
的
な
身
近
な
例
を
と

り
あ
げ
な
が
ら
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な

物
質
、
分
子
か
ら
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
と
い
う
疑
問
か
ら
学
問
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に

我
々
の
体
、
生
体
も
分
子
か
ら
成
立
し
て

い
る
と
い
う
物
質
の
世
界
の
多
様
性
に
つ

い
て
話
さ
れ
、
サ
イ
エ
ン
ス
リ
タ
ラ
シ
ー

へ
と
展
開
さ
れ
た
。
ギ
リ
シ
ア
時
代
の
デ

モ
ク
リ
ト
フ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
つ
い
で

ア
ラ
ビ
ア
科
学
圏
で
の
錬
金
術
、
ア
レ
キ

サ
ン
ド
リ
ア
図
書
、
そ
し
て
歴
史
を
変
え

た
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
と
ヴ
エ
サ
リ
ウ
ス
の
2

冊
の
教
科
書
、
さ
ら
に
は
ラ
ボ
ア
ジ
工
の

物
質
保
存
の
法
則
か
ら
ダ
ル
ト
ン
、
フ
ァ

ラ
デ
ー
、
メ
ン
デ
レ
ー
フ
、
リ
ー
ピ
ッ
と
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
な
ど
物
質
科
学
発
展
の

歴
史
を
概
観
さ
れ
、
物
質
科
学
の
社
会
へ

の
貢
献
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

少
し
残
念
に
思
わ
れ
た
こ
と
は
参
加
者

の
な
か
に
学
生
の
姿
が
殆
ど
見
当
た
ら
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
会
員
関
係

者
以
外
の
方
々
の
参
加
者
、
特
に
一
、
一
一

年
生
の
学
部
学
生
さ
ん
な
ど
自
分
の
将
来

を
模
索
し
て
い
る
若
い
方
々
の
参
加
を
期

待
し
た
い
。

(
中
川

昌
子
)
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相
撲
部
屋
を
訪
ね
て

秋
半
ば
、
新
小
岩
駅
に
近
い
中
村
部
屋

を
、
留
学
生
と
と
も
に
二
十
数
名
が
訪
問

し
た
。
親
方
は
元
関
脇
富
士
桜
で
、
派
手

さ
は
な
い
が
手
堅
い
取
口
で
好
感
の
持
て

る
お
相
撲
さ
ん
だ
っ
た
。
お
か
み
さ
ん
は
、

l
A
U
W
の
会
員
の
方
で
力
士
養
成
の
あ

り
方
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
修
士
号
を
得
ら

れ
、
本
も
出
版
さ
れ
た
。
稽
古
が
見
ら
れ

チ
ャ
ン
コ
が
頂
け
る
と
い
う
の
で
、
ワ
ク

ワ
ク
し
な
か
ら
伺
っ
た
。

玄
関
の
フ
ロ
ア
の
向
う
に
、
上
り
座
敷

が
あ
り
土
間
の
力
士
達
の
稽
古
が
見
ら
れ

る
。
十
五
歳
位
か
ら
三
十
代
位
の
力
士
十

五
人
位
が
、
す
り
足
ア
ヒ
ル
歩
き
腕
立
伏

せ
な
ど
な
ど
輪
に
な
っ
て
回
っ
た
り
互
い

に
押
し
合
っ
た
り
し
て
い
る
。
朝
か
ら
何

時
間
も
の
稽
古
で
裸
の
体
は
ピ
ン
ク
に
染

ま
り
汗
が
光
っ
て
い
る
。
留
学
生
と
も
ど

も
「
め
ず
ら
し
い
」
、
「
凄
い
」
と
連
発
。

ト
イ
レ
に
立
っ
た
時
、
玄
間
の
床
で
加
藤

さ
ん
と
ア
ヒ
ル
歩
き
を
し
て
み
た
。
三
歩

で
疲
れ
た
。

十
二
時
近
く
チ
ャ
ン
コ
番
が
作
っ
て
下

さ
っ
た
お
鍋
ほ
か
沢
向
の
ご
馳
走
が
運
ば

れ
て
く
る
。
肉
、
魚
貝
、
野
菜
と
沢
山
の

具
の
入
っ
た
お
鍋
は
美
味
し
く
て
留
学
生

方
も
感
激
し
て
頂
い
て
い
る
。
親
方
と

楚
々
と
し
た
美
人
の
お
か
み
さ
ん
が
質
問

に
答
え
て
下
さ
る
。
力
士
達
は
朝
食
抜
き

と
の
こ
と
や
す
り
足
は
土
俵
の
外
に
足
が

出
る
感
触
を
知
る
こ
と
な
ど
。

お
行
儀
の
良
い
留
学
生
の
方
達
、
近
々

台
湾
に
帰
る
ジ
ョ
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
良

い
お
土
産
話
が
出
来
た
で
し
ょ
う
か
。

(
田

律
子
)

力
士
と
共
に

中
澤

嗣
子

私
が
相
撲
部
屋
の
お
か
み
さ
ん
と
し
て

力
士
の
養
成
に
係
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

は
や
十
八
年
。
年
六
回
あ
る
本
場
所
相
撲

に
追
わ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
月
日
が
た

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
は
力
士
が
十
五
名
、
そ
れ
に
行
司

と
髭
を
結
う
床
山
の
二
名
を
合
わ
せ
、
総

勢
十
七
名
の
若
い
人
た
ち
と
共
に
同
じ
家

屋
の
中
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
相
撲
部

屋
の
お
か
み
さ
ん
と
い
う
と
、
力
士
の
世

話
で
さ
ぞ
や
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い

る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際

に
は
食
事
の
支
度
や
掃
除
、
洗
濯
な
ど
家

事
全
般
は
、
す
べ
て
力
士
が
当
番
制
で
自

分
た
ち
で
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
お
か
み
さ
ん
は
何
を
し
て
い
る

か
と
言
う
と
、
普
段
は
私
の
場
合
、
食
材

の
買
い
出
し
に
市
場
へ
出
か
け
る
こ
と
、

部
屋
の
経
理
や
事
務
と
い
っ
た
こ
と
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
力
士
が
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
病
院
へ
行
っ
た
り
、

と
き
に
は
、
力
士
を
辞
め
た
い
、
実
家
に

帰
り
た
い
と
言
い
出
し
た
と
き
に
相
談
に

の
っ
た
り
す
る
の
も
私
の
役
目
で
す
。

稽
古
に
関
し
て
の
指
導
は
、
も
ち
ろ
ん

親
方
が
し
ま
す
が
、
部
屋
で
の
星
宿
士
の

指
導
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
親
方

と
私
が
話
し
合
っ
て
、
で
き
る
だ
け
い
い

方
法
を
考
え
、
そ
し
て
、
実
際
に
そ
れ
を

行
っ
て
い
く
の
は
、
兄
弟
子
た
ち
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
相
撲
界
は
、
日
本
の

伝
統
的
な
縦
社
会
と
言
え
ま
す
の
で
、
と

も
す
る
と
士
の
も
の
の
命
令
に
有
無
も
言

わ
せ
ず
従
わ
せ
る
よ
う
な
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ

ン
の
考
え
方
が
、
人
間
性
や
個
性
の
尊
重

を
疎
外
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
そ
こ
に
信
頼
で
結
ば
れ
た
し
っ
か
り

し
た
師
弟
関
係
が
あ
れ
ば
、
弟
子
の
主
体

性
・
自
主
性
な
ど
が
芽
生
え
、
大
人
へ
と

成
長
し
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
力
士
の
日
々
は
、
「
こ
の
ま
ま

で
、
本
当
に
強
く
な
れ
る
の
か
」
と
い
う

自
問
自
答
の
連
続
と
も
言
え
ま
す
。
ほ
ほ

身
一
つ
の
状
態
で
、
自
ら
決
断
し
て
入
門

し
て
く
る
力
士
た
ち
の
気
持
ち
は
本
当
に

尊
く
、
こ
れ
か
ら
も
力
士
を
大
切
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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「
新
春
の
つ
と
い
」

I
若
い
女
性
研
究
者
に
工
-
ル
を
-

一
月
八
日
、
新
年
の
最
初
を
飾
っ
て
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
「
新
春
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
た
。
「
二
〇
〇
五
年
を
新
し
い

気
特
で
始
め
た
い
」
と
い
う
今
井
会
長
の

挨
拶
の
後
、
今
年
度
国
内
奨
学
金
贈
呈
式

が
行
わ
れ
た
。
受
賞
者
は
、
一
般
奨
学
生

五
名
、
ラ
ラ
・
ホ
ー
ム
ズ
奨
学
生
一
名
、

安
井
医
学
奨
学
生
一
名
、
社
会
福
祉
奨
学

生
二
名
の
計
九
名
。
研
究
内
容
は
、
宇
宙

船
の
保
護
に
も
使
わ
れ
る
薄
い
膜
の
研

究
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
劣
悪
な
貧
困

に
起
因
す
る
児
童
労
働
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
国
際
法
の
適
用
、
科
学
技
術
の
進

歩
が
も
た
ら
し
た
代
理
母
を
は
じ
め
と
す

る
親
子
関
係
の
法
律
の
整
備
、
海
外
青
年

協
力
隊
に
参
加
し
た
経
験
か
ら
、
先
進
国

の
途
上
国
へ
の
援
助
金
の
使
わ
れ
万
へ
の

法
整
備
の
必
要
性
、
体
内
の
細
胞
間
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
等
、
ま
さ
に
現
代
を

写
す
も
の
で
、
若
い
女
性
研
究
者
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
シ
ャ
ー
プ
さ
に
強
い
印
象
を
受

け
た
。
身
体
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
た

め
に
院
学
部
入
学
を
拒
否
さ
れ
た
社
会
福

祉
奨
学
生
の
小
澤
美
幸
さ
ん
は
、
そ
の
と

き
の
悔
し
い
思
い
を
ば
ね
に
、
「
什
方
が

な
い
」
と
い
・
三
一
一
円
葉
の
も
つ
不
条
理
を
法

律
を
通
し
て
解
決
し
て
ゆ
き
た
い
と
、
弁

護
士
を
目
指
す
思
い
を
語
っ
た
。
唯
一
の

留
学
生
の
劉
暁
玉
さ
ん
は
、
陶
芸
の
保

存
・
修
復
技
術
の
研
究
を
通
し
て
文
化
の

多
様
性
を
学
び
た
い
と
抱
負
を
述
べ
た
。

受
賞
者
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
短
い
時
間
に

内
容
が
凝
縮
さ
れ
て
い
て
、
ど
れ
も
問
題

意
識
と
自
信
に
あ
ふ
れ
、
門
外
漢
の
私
た

ち
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

東
京
支
部
会
員
の
小
西
厚
子
さ
ん
の
心

温
ま
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
・
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー

ト
の
後
、
「
大
き
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る

こ
の
一
年
に
、
世
界
の
平
和
、
心
の
平
和

を
念
じ
た
い
」
と
い
う
田
中
副
会
長
の
言

葉
で
集
い
は
終
了
し
た
。

な
お
、
今
回
の
ス
マ
ト
ラ
地
震
・
津
波

災
害
へ
の
義
援
金
を
会
場
で
募
り
、
国
際

委
員
会
が
現
地
へ
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
早
瀬

陽
子
)

サ
ー
ク
ル
紹
介

※
こ
の
奨
学
金
の
一
部
と
し
て
、
東
京
支

都
か
ら
十
万
円
を
寄
付
し
て
い
ま
す
。

●
英
語
講
座

・
第
一
・
第
三
金
曜
日午

前
十
時
十
十
二
時

・
大
久
保
地
域
セ
ン
タ
⊥
二
階
〇

・
講
師
・
松
本
節
也
元
法
政
大
学
教
授

「
さ
し
絵
入
り
英
国
史
を
講
読
可
。

講
師
に
よ
る
詳
細
な
訳
注
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
用
の
テ
ー
プ
、
参
考
資
料
を
も
と
に

輪
読
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
を
若
干
名
募
集
中
で
す
。

・
連
絡
先
・
中
山
正
子

(
種
〇
円
五
-
五
四
一
-
二
回
八
二

曹
楽
し
い
俳
句
会

・
第
三
水
曜
日

午
後
一
時
半
-
三
時
半

・
I
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
講
師
・
柴
崎
富
子
会
員

昨
年
七
月
に
念
願
の
合
同
句
集
「
青
胡

桃
」
を
上
梓
す
る
こ
と
が
で
き
、
良
い

記
念
に
な
り
ま
し
た
。
初
心
者
も
大
歓

迎
で
す
。

・
連
絡
先
・
小
池
朋
子

(
露
○
叩
五
-
九
〇
二
-
九
七
三
〇
)

田
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
I
)

・
第
三
・
第
叩
水
曜
日

午
前
十
時
半
-
十
二
時
半

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
員

「
相
木
」

の
巻
を
読
ん
で
い
ま
す
。

・
連
絡
先
・
平
田
宏
子

(
露
〇
円
-
七
一
叩
三
-
一
五
七
三
)

曹
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
Ⅱ
)

・
第
二
・
三
・
四
火
曜
日

午
前
十
時
-
十
二
時

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
員

「
藤
婁
葉
」

の
巻
を
読
ん
で
い
ま
す
。

・
連
絡
先
・
中
山
律
子

(
種
〇
三
-
三
三
三
六
-
門
六
二
八
)

曹
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

・
第
三
火
曜
日

午
後
一
時
半
-
三
時
半

・
J
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
講
師
・
河
井
尚
子
会
員

初
心
者
歓
迎
、
お
花
と
向
き
合
う
時
間

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

若
干
名
、
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

・
連
絡
先
・
山
崎
邦
子

(
魯
〇
四
五
-
八
八
一
-
九
〇
〇
二
)

☆
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
た
め
に
、

ど
の
サ
ー
ク
ル
も
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
余
裕
が
あ

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
入
会
希

望
の
方
は
、
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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・
四
月
十
六
日
(
土
)
一
時
̃
二
時

・
津
田
ホ
ー
ル
内
会
議
室
(
千
駄
ヶ
谷
駅
前
)

・
記
念
講
演

二
時
半
̃
四
時

「
少
子
高
齢
化
社
会
と
女
性
問
題
」

講
師
一
番
ケ
瀬

康
子
氏

日
本
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
長
崎
純
心

女
子
大
教
授

(
講
師
紹
介
)

一
九
五
三
年
-
日
本
女
子
大
学
、
東
洋
大

学
を
経
て
長
崎
純
心
大
学
教
授
現
在
に
至

る
。
一
九
八
五
-
九
四
年
第
十
三
・
十
四
・

十
五
期
・
日
本
芸
術
会
議
会
員
、
一
九
九

七
年
-
長
寿
社
会
文
化
協
会
(
W
C
A
)

会
長

(
著
書
)

2
 
1
世
紀
社
会
福
祉
学
、
児
童
福
祉

論
(
有
斐
閣
)
他
多
数

-
日
本
の
女
性
問
題
は
少
子
化
と
の
関
係

で
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
一
方
高
齢
時
の

在
り
方
に
も
影
響
し
ま
す
。
主
体
的
に
問

題
解
決
へ
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
が
を
述

べ
ま
す
-
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
少
子
化
が
日
本
の
将
来
を

揺
る
が
す
か
も
し
れ
な
い
こ
の
時
期
、
非

常
に
興
味
が
持
た
れ
ま
す
。

※
詰
念
講
演
に
は
会
員
外
の
方
も
多
数
お

誘
い
下
さ
い
。
参
加
費
無
料
。

※
総
会
の
お
知
ら
せ
は
別
途
郵
送
致
し
ま

す
。

2004年度東京支部新入会貝(敬称晦) (2005年1月現在)

氏 名 出 身 校 〒i 住 所 

芦 沢 紗知子 li 女 

伊 藤 驚 子 Ⅷ臆臆臆面・ 

今 村 麻 子 束∴∴∴∴女 

入 澤 啓 子 ブリストル大隈 

岩 田 良 子 円 女 

帯 刀 童 子 東熊・東隣 
lII崎 協 子 茶 

神 田 道 子 茶 

栗 原 涼 子 東京教育・サラローレンスカレッジ 

小 林 昭 子 菓 

児 林 英 子 !.C.U院 

塩 沢 正 子 高知女子大 
竹 村 典 子 東 京・院 
寺 内 直 美 東∴∴∴∴女 

中 川 昌 子 北 

浜 田 和 子 東∴∴∴∴女 

漬 本 知寿香 条∴∴∴∴女 

東 山 セツ子 茶・明 瞭 

星 野 翠 奈∴∴∴∴女 

堀 内 洋 子 津 

峯 野 知 子 京 都 薬 学 

山 下 貞 子 東∴∴∴∴女 

結 城 愛 子 里 

謹 弔(敬称略)

2004年4月28「I ご逝去実・東都院成 田 道 子

★
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
上
げ
ま
す
。

熊
切
宮
子
氏

伊
藤
千
寿
子
氏

山
下
玲
子
氏

本
間
紀
子
氏

故
江
崎
玲
子
氏
ご
遺
族

源
氏
物
語
を
読
む
会
(
I
)

源
氏
物
語
を
読
む
会
(
Ⅱ
)

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

楽
し
い
俳
句
会

英
語
講
座

お
礼
を
申

一
万
円

一
万
二
千
円

一
万
五
千
円

千
円

五
万
円

五
万
円

五
万
円

一
万
円

一
万
円

五
千
円

★
寄
付
し
ま
し
た
。

国
内
奨
学
金

国
連
難
民
高
等
が
務
冨
事
務
所

本
部
財
務
委
員
会

十
万
円

五
万
円

五
万
円

(
バ
ザ
ー
収
益
金
よ
り
)

★
会
費
納
入
の
お
願
い

会
費
未
納
の
方
は
、
用
紙
の
裏
の

「
払

い
込
み
の
ご
案
内
」
を
参
照
の
上
、
早

め
に
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

★
住
所
変
更
な
ど
の
ご
連
絡
は
事
務
所
ま

で
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
使
用
ず
み
の
切
手
、
プ
リ
ペ
ィ
ド
カ
ー

ド
な
ど
事
務
所
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

(
編
集
後
記
)

国
内
奨
学
金
贈
呈
式
で
奨
学
生
の
方
々

の
ス
ピ
ー
チ
を
聴
き
、
そ
の
真
撃
な
情
熱

に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
無
事
に
3
7
号
を

発
行
で
き
、
有
難
、
つ
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
も
し
び
-
二
ヒ
号

発
行
日
・
.
〇
〇
五
年
二
月
.
‖

発
行
社
団
法
人
大
草
婦
人
協
会
東
京
支
部

稲
葉
と
も
し
び
係

〒
酢
冊
新
柄
-
釆
左
門
町
子
.
碕
六
∵
〇
.

憎
〇
.
÷
∵
二
五
八
∴
.
八
八
.
.
印
刷
タ
ナ
カ
印
刷
㈱

晴
着
〇
二
∴
三
五
八
㌧
.
八
八
九


